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序文

ATmega4809 Xplained Pro評価ｷｯﾄはATmega4809ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

Atmel Studio統合開発基盤によって支援されるこのｷｯﾄはATmega4809の機能への容易なｱｸｾｽを提供し、ﾃﾞﾊﾞｲｽを
独自設計に統合する方法を説明します。

Xplained Pro MCU系評価ｷｯﾄは基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含み、ATmega4809のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに外部ﾂｰﾙ
が全く必要ありません。

Xplained Pro拡張ｷｯﾄは基板の機能を拡張するための追加周辺機能を提供し、独自設計の開発を容易にします。
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1. 序説

1.1. 特徴

・ ATmega4809ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ・ UPDIを持つ10ﾋﾟﾝ、50milのAVRﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｺﾈｸﾀ
・ 選択可能な目的対象電圧 ・ 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
 - 3.3V  - Atmel Studioでの基板識別用自動ID
 - 5.0V (USB/外部電源)  - 1つの黄色の状態LED
・ 1つの機械的なﾘｾｯﾄ/使用者設定可能な釦  - 1つの緑色の基板電源LED
・ 1つの機械的な使用者設定可能な釦  - 可視範囲情報を含む複雑なﾃﾞｰﾀ型のｼﾝﾎﾞﾘｯｸ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
・ 1つの使用者設定可能な黄色LED  - 電力測定を含むﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
・ ATECC508 CryptoAuhentication™(暗号認証)ﾃﾞﾊﾞｲｽ  - ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ : SPI、I2C、4つの汎用入出力(GPIO)
・ 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ  - 仮想COMﾎﾟｰﾄ (CDC)
・ 3つのXplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞ ・ USB給電
・ 1つのmikroBUS™ｿｹｯﾄ

1.2. ｷｯﾄ概要

ATmega4809 Xplained Pro評価ｷｯﾄはATmega4809を評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

このｷｯﾄは正しい方法でのATmega4809周辺機能の使用開始と、それら独自の設計でﾃﾞﾊﾞｲｽを統合する方法の理解をATmega4809
使用者に許す機能一式を提供します。

図3-1. ATmega4809 Xplained Proｷｯﾄ

電流測定ﾍｯﾀﾞ

SW0 使用者釦
ﾘｾｯﾄ釦

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSB

使用者 LED0
目的対象電圧選択ﾍｯﾀﾞ

ATECC508A暗号ﾃﾞﾊﾞｲｽ

拡張3ﾍｯﾀﾞ

電源ﾍｯﾀﾞ

外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用AVRﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

拡張1ﾍｯﾀﾞ

32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ
ATmega4809

mikroBUS™ｿｹｯﾄ

拡張2ﾍｯﾀﾞ
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2. 開始に際して

2.1. Xplained Pro即時開始

Xplained Pro基盤の探索を始めるための以下の段階:

 1. Atmel Studioをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. Atmel Studioを開始してください。

 3. (標準A-ﾏｲｸﾛBまたはﾏｲｸﾛA/Bの)USBｹｰﾌﾞﾙを用いて評価ｷｯﾄのDEBUG USBﾎﾟｰﾄをPCに接続してください。

Xplained Pro MCUｷｯﾄが最初にｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ接続される時に、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱを自動的にｲﾝｽﾄｰﾙします。この
ﾄﾞﾗｲﾊﾞは32ﾋﾞｯﾄと64ﾋﾞｯﾄの両版のMicrosoft® Windows® XP、Windows Vista®、Windows 7、Windows 8、Windows 10とWindows Serve 
r 2012を支援します。

Xplained Pro MCU基板が給電されると、電源LED(緑)が点灯し、Atmel Studioは接続されたXplained Pro MCUと拡張基板を自動的
に検出します。Atmel Studioでｷｯﾄの最初に訪れる頁はｷｯﾄ用のAtmelｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Atmel Software Framework)とAtmel STA 
RT応用例ｺｰﾄﾞを始める任意選択を持ちます。ATmega4809ﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行わ
れ、故に外部の書き込み器やﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙが全く必要とされません。

2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はATmega4809 Xplained Proに対して最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

・ Xplained製品 - Xplained評価ｷｯﾄはMicrochipﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと他のMicrochip製品に対して使い易い評価ｷｯﾄの系列です。

- Xplained Nano - 少ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽに使われ、目的対象ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの全入出力ﾋﾟﾝへのｱｸｾｽで単純簡素な解決策を提供しま
す。

- Xplained Mini - 中ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽに使われ、Arduino Uno互換ﾍｯﾀﾞ用基板ﾊﾟﾀｰﾝと試作領域を加えます。

- Xplained Pro - 進化したﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと周辺機能に対して標準化された拡張が特徴な中/多ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽに使われます

注: 上のｷｯﾄの全ては基板上の書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを待ち、これは各種Microchip製品の機能と能力の評価と実演のための安価な
基板の組を作ります。

・ Atmel Studio - ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ言語の開発用無料IDE

・ EDBG使用者の手引き - 基板上組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞについてのより多くの情報を含む使用者の手引き

・ AVR®用IAR Embedded Workbench® - これは8ﾋﾞｯﾄAVRに利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。30日評価版だけでなく、それらの
ｳｪﾌﾞｻｲﾄで入手可能な4Kﾊﾞｲﾄ ｺｰﾄﾞ量制限された初回開始版もあります。

・ http://microchip.com/start - Atmel STARTは便利で最適化された方法でｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を選んで構成設定し、お客様の組み
込み応用を誂えることで使用者を手助けするｵﾝﾗｲﾝ ﾂｰﾙです。

・ ATmega4809 Xplained Proｳｪﾌﾞ頁 - ｷｯﾄ情報、最新使用者の手引き、設計資料

・ Microchip直販でのATmega4809 Xplained Pro - Microchip直販でのこのｷｯﾄ購入

3. Xplained Pro
Xplained Proはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ基板(評価ｷｯﾄ)と拡張基板の系列を含む評価基盤です。Atmel Studioはこれらの基板でﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗを書き込んでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするのに使われます。Atmel Sudioはﾄﾞﾗｲﾊﾞと実演ｺｰﾄﾞ、それとﾃﾞｰﾀの流れと高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援するﾃﾞｰﾀ可
視器(Visualizer)を持つ高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(Advanced Software Framework)とAtmel STARTを含みます。Xplained Pro評価ｷｯﾄは
標準化されたﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀを通して広範囲のXplained Pro拡張基板に接続することができます。Xplained Pro拡張基板はどの基板が
Xplained Pro評価ｷｯﾄに接続されたかを一意に識別するための識別(ID)ﾁｯﾌﾟを持ちます。

3.1. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

ATmega4809 Xplained Proは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのための組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG:Embedded DeBuGger)を含みます。EDBGは以下のｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つUSB複合装置です。

・ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
・ 仮想COMﾎﾟｰﾄ
・ ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)

EDBGはAtmel Studioの手助けでATmega4809のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行うことができます。UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはEDBGとATmega4809 
Xplained Pro上のATmega4809間に接続されます。

仮想COMﾎﾟｰﾄはATmega4809上のUARTに接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目的対象応用と通信するための容易な方法を提供しま
す。これは可変ﾎﾞｰﾚｰﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ、停止ﾋﾞｯﾄの設定を提供します。ATmega4809での設定は端末ｿﾌﾄｳｪｱで与えられた設定と合ってい
なければなりません。

http://www.microchip.com/development-tools/xplained-boards-home
http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42096-microcontrollers-embedded-debugger_user-guide.pdf
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
http://www.microchip.com/start
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATMEGA4809-XPRO
http://www.microchipdirect.com/ProductSearch.aspx?Keywords=ATMEGA4809-XPRO
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情報: EDBGの仮想COMﾎﾟｰﾄはATmega4809に接続されたUARTﾋﾟﾝを許可するために、ﾃﾞｰﾀ端末準備可(DTR:Data Termin 
al Ready)信号を設定するための端末ｿﾌﾄｳｪｱが必要です。DTR信号が許可されなければ、EDBGのUARTﾋﾟﾝはCOM
ﾎﾟｰﾄの使用不可を表すHigh-Z(ﾄﾗｲｽﾃｰﾄ)に保たれます。DTR信号はいくつかの端末ｿﾌﾄｳｪｱで自動的に設定されます
が、端末に於いて手動で許可されなければならないかもしれません。

DGIはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの双方向通信のための様々な物理的ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから成ります。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上の通信は双方向です。これは
ATmega4809からの事象値とﾃﾞｰﾀを送るのに使うことができます。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上の通行は事象のより正確な追跡のためにEDBGに
よって時刻印を行うことができますが時刻印は最大単位処理量を減らします。ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はDGIを通るﾃﾞｰﾀを送受
信するのに使われます。

EDBGはATmega4809 Xplained Pro上の電源LEDと状態LEDの2つのLEDを制御します。次表は各種動作形態でLEDがどう制御され
るかの詳細を提供します。

表3-1. EDBG LED制御

動作形態 電源LED 状態LED

通常動作
電源LEDは基板に電力が印加された時に
ON

活動表示器のLEDはEDBGへの何れかの
通信が起こる時に瞬間点灯

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 (ｱｲﾄﾞﾙ) 電源LEDと状態LEDは同時に点滅します。

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 (ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新) 電源LEDと状態LEDは交互形式で点滅します。

EDBGの追加の資料についてはEDBG使用者の手引きをご覧ください。

3.2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ

全てのXplained Pro拡張基板はXplained Pro評価ｷｯﾄに接続される基板を一意に識別ための識別ﾁｯﾌﾟ(ATSHA204 CryptoAuthentic 
ation™(暗号認証))と共に来ます。このﾁｯﾌﾟはそれの名前といくつかの追加ﾃﾞｰﾀでその拡張を識別する情報を含みます。Xplained 
Pro拡張がXplaind Pro評価基板に接続される時にこの情報が読まれてAtmel Studioへ送られます。下表は内容例と共にこのIDﾁｯﾌﾟ
に格納されるﾃﾞｰﾀ領域を示します。

表3-2. Xplained Pro IDﾁｯﾌﾟ内容

ﾃﾞｰﾀ領域 ﾃﾞｰﾀ形式 内容例

製造業者(Manufacturer) ASCII文字列 Microchip'\0'

製品名(Product Name) ASCII文字列 Segment LCD1 Xplained Pro'\0'

製品改訂(Product Revision) ASCII文字列 02'\0'

製品通番(Product Serial Number) ASCII文字列 1774020200000010’\0’

最小電圧(Minimum Voltage) [mV] uint16_t 3000

最大電圧(Maximum Voltage) [mV] uint16_t 3600

最大電流(Maximum Current) [mA] uint16_t 30

3.3. 電源

ATmega4809 Xplained Proｷｯﾄは下表で一覧にされるように、いくつかの電源によって給電することができます。

表3-3. ATmega4809 Xplaiend Pro用電源

電源入力 電流必要条件電圧必要条件 ｺﾈｸﾀ印

外部電源
USBﾎｽﾄ動作用に5V±2%(±100mV)。USBﾎ
ｽﾄ動作が不要の場合は4.3～5.5V

最大電流に対する推奨値は2Aです。 PWR

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB (USB仕様に従って) 4.4～5.25V (USB仕様に従って) 500mA DEBUG USB

このｷｯﾄは利用可能な電源を自動的に検知して以下の優先権に従って使うものを選びます。

 1. 外部電源

 2. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB

情報: 外部電源は可能な拡張基板と共に基板を給電するのにUSBｺﾈｸﾀからの500mAが充分でない時に必要とされます。

http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7/data-visualizer
http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42096-microcontrollers-embedded-debugger_user-guide.pdf
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3.4. Xplained Proのﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀ

3.4.1. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

全てのXplained Proｷｯﾄは多くの2列20ﾋﾟﾝ100milの拡張ﾍｯﾀﾞを持ちます。Xplained Pro MCU基板はｵｽ ﾍｯﾀﾞを持ち、一方でXplained 
Pro拡張はそれらのﾒｽ対応部品を持ちます。下表は接続される全てのﾋﾟﾝのﾋﾟﾝ説明を提供します。

情報: 全ての拡張ﾍｯﾀﾞに於いて全てのﾋﾟﾝが常に接続される訳ではありません。

拡張ﾍｯﾀﾞは様々なXplained Pro拡張をXplained Pro MCU基板へ接続するか、またはXplained Pro MCU基板上の目的対象MCUの
ﾋﾟﾝに直接入出力するのに使うことができます。

表3-4. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 ID 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟと通信するためのﾋﾟﾝ

2 GND 接地

3 ADC(+) A/D変換器、或いは差動A/D変換の正端子用ﾋﾟﾝ

4 ADC(-) A/D変換器、或いは差動A/D変換の負端子用ﾋﾟﾝ

5 GPIO1 汎用入出力ﾋﾟﾝ

6 GPIO2 汎用入出力ﾋﾟﾝ

7 PWM(+) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの正出力部用ﾋﾟﾝ

8 PWM(-) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの負出力部用ﾋﾟﾝ

9 IRQ/GPIO 割り込み要求線/汎用入出力ﾋﾟﾝ

10 SPI_SS_B/GPIO 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)用従装置選択/汎用入出力ﾋﾟﾝ

11 I2C_SDA I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ﾃﾞｰﾀ ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

12 I2C_SCL I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｸﾛｯｸ ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

13 UART_RX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの受信ﾋﾟﾝ

14 UART_TX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの送信ﾋﾟﾝ

15 SPI_SS_A SPI用従装置選択。このﾋﾟﾝは他の何かに接続されないことが望まれます。

16 SPI_MOSI SPI主装置出力従装置入力ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

17 SPI_MISO SPIの主装置入力従装置出力ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

18 SPI_SCK SPIｸﾛｯｸ ﾋﾟﾝ。常に接続、ﾊﾞｽ形式

19 GND 拡張基板用接地ﾋﾟﾝ

20 VCC 拡張基板用電源ﾋﾟﾝ

3.4.2. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ

電源ﾍｯﾀﾞは外部電源をATmega4809 Xplained Proｷｯﾄへ接続するのに使うことができます。このｷｯﾄは供給された場合に自動的に検
出してどれかの外部電源へ切り替えます。電源ﾍｯﾀﾞは外部周辺機能や拡張基板のための供給電力としても使うことができます。3.3 
Vﾋﾟﾝ使用時に合計電流が基板上の調整器の推奨電流制限を超えないことを保証してください。

表3-5. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 VEXT_P5V0 外部5V入力ﾋﾟﾝ

2 GND 接地ﾋﾟﾝ

3 VCC_P5V0 非安定化5Vﾋﾟﾝ (出力、入力元の1つからの配給)

4 VCC_P3V3 安定化3.3Vﾋﾟﾝ (出力、ｷｯﾄ用の主電源として使用)
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4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き
以下の項はATmega4809 Xplained Pro上の関連ｺﾈｸﾀ、ﾍｯﾀﾞ、主辺機能の実装とATmega4809へのそれらの接続を記述します。項内
の接続の表はｺﾈｸﾀ、ﾍｯﾀﾞ、周辺機能間で共有される信号も記述します。下図はATmega4809 Xplained Proで利用可能な全てのﾍｯ
ﾀﾞ、ｺﾈｸﾀ、ｼﾞｬﾝﾊﾟを示します。

図4-1. ATmega4809 Xplained Proｺﾈｸﾀ概要

4.1. 電力分配

ATmega4809 Xplained Proは「電源」で記述されるように2つの電力供給元を持ちます。下の構成図は基板上の電源回路を示しま
す。ｷｯﾄはEDBG USBと外部5.0V供給元によって給電することができます。ｷｯﾄは電力を取るための供給元を自動的に選びます。AT 
mega4809は(調整された)3.3Vまたは(USB/外部電圧)で給電することができ、電圧は電源選択ﾍｯﾀﾞ(J105)を用いて選択可能です。

EDBGはATmega4809に対する基板上の電力ｽｨｯﾁ、基板上の周辺機能、拡張ｺﾈｸﾀを制御します。ｷｯﾄが通電されると、EDBGは接
続された全ての拡張基板からIDﾁｯﾌﾟ情報を読んでそれらが電力選択ﾍｯﾀﾞ(J105)によって選ばれた電圧に適合することを調べます。
選んだ電圧が接続された拡張の範囲内なら、ｽｨｯﾁが開きます。そうでなければ、EDBGの電源LEDが素早く点滅して、ATmega480 
9、基板上の周辺機能、ｺﾈｸﾀに提供される電力がないことに帰着する、ｽｨｯﾁが閉じられたままに留まります。

ATmega4809 Xplained Proが5.0Vによって給電され得るため、恒久的な損傷に帰着するかもしれないようにする、この電圧を
支援しないどのXplained Pro拡張も接続しないように注意しなければなりません。

警告
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情報: EDBGはｷｯﾄが通電される時にXplained Pro拡張からID情報を読んで電源ｽｨｯﾁを制御します。この機構は拡張基板の
活性交換(ﾎｯﾄﾌﾟﾗｸﾞ)を調べません。

図4-2. 電源構成図

電力供給元

電圧変換器

電力切り替え

電力消費部

EDBG

電源切り替え

3.3V調整器

3.3V調整器

ATmega4809 ｼﾞｬﾝﾊﾟ

自動多重器
EDBG USB

5V外部入力

周辺機能

VCC_P5V0

VCC_P3V3

VCC_MCU

VCC_TARGET

VCC_EDBG

電源選択
(J105ｼﾞｬﾝﾊﾟ)

ON/OFF

4.2. ｺﾈｸﾀ

4.2.1. Xplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞ

Xplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞのEXT1、EXT2、EXT3は、例えば基板に拡張基板を接続することにより、基板を拡張するためにﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗのI/Oへの入出力を提供します。これらのﾍｯﾀﾞは標準Xplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞ仕様に基づき、その接続は以降の表で示されます。
ﾍｯﾀﾞは2.54mm(100mil)の間隔を持ちます。

表4-1. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT1

PA7

EXT1ﾋﾟﾝ ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 [ID] - - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 [GND] - - 接地

3 [ADC(+)] PD2 ADC0 AIN2 -

4 [ADC(-)] PD3 ADC0 AIN3 -

5 [GPIO1] PA2 GPIO (USART0 XCK) -

6 [GPIO2] PA3 GPIO (USART0 XDIR) -

7 [PWM(+)] PC4 TCA0 WO4 -

8 [PWM(-)] PC5 TCA0 WO5 -

9 [IRQ/GPIO] PC6 GPIO -

10 [SPI_SS_B/GPIO] PC7 GPIO -

11 [TWI_SDA] PC2 TWI0 SDA EXT2、EXT3、mikroBUS、ECC508、EDBG DGI

12 [TWI_SCL] PC3 TWI0 SCL EXT2、EXT3、mikroBUS、ECC508、EDBG DGI

13 [UART_RX] PA1 USART0 RxD -

14 [UART_TX] PA0 USART0 TxD -

15 [SPI_SS_A] SPI0 SS -

16 [SPI_MOSI] PA4 SPI0 MOSI EXT2、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

17 [SPI_MISO] PA5 SPI0 MISO EXT2、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

18 [SPI_SCK] PA6 SPI0 SCK EXT2、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

19 [GND] - - 接地

20 [VCC] - - 拡張基板用電源

注: 紫色文字の信号機能は代替ﾋﾟﾝ位置を使います。これはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)ﾚｼﾞｽﾀで構成設定されなければな
りません。
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表4-2. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT2

PE1

EXT2ﾋﾟﾝ ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 [ID] - - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 [GND] - - 接地

3 [ADC(+)] PD4 ADC0 AIN4 -

4 [ADC(-)] PD5 ADC0 AIN5 -

5 [GPIO1] PE0 GPIO -

6 [GPIO2] PF6 GPIO/RESET SW1、DEBUG、EDBG

7 [PWM(+)] PB4 TCA0 WO4 DGI GPIO2

8 [PWM(-)] PB5 TCA0 WO5 DGI GPIO3、LED0

9 [IRQ/GPIO] PB2 GPIO DGI GPIO0、SW0

10 [SPI_SS_B/GPIO] PB3 GPIO DGI GPIO1

11 [TWI_SDA] PC2 TWI0 SDA EXT1、EXT3、mikroBUS、ECC508、EDBG DGI

12 [TWI_SCL] PC3 TWI0 SCL EXT1、EXT3、mikroBUS、ECC508、EDBG DGI

13 [UART_RX] PC1 USART1 RxD EDBG CDC

14 [UART_TX] PC0 USART1 TxD EDBG CDC

15 [SPI_SS_A] GPIO -

16 [SPI_MOSI] PA4 SPI0 MOSI EXT1、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

17 [SPI_MISO] PA5 SPI0 MISO EXT1、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

18 [SPI_SCK] PA6 SPI0 SCK EXT1、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

19 [GND] - - 接地

20 [VCC] - - 拡張基板用電源

注: 紫色文字の信号機能は代替ﾋﾟﾝ位置を使います。これはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)ﾚｼﾞｽﾀで構成設定されなければな
りません。

表4-3. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT3

PF2

EXT3ﾋﾟﾝ ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 [ID] - - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 [GND] - - 接地

3 [ADC(+)] PD6 ADC0 AIN6 mikroBUS

4 [ADC(-)] PD7 ADC0 AIN7 -

5 [GPIO1] PD0 GPIO mikroBUS

6 [GPIO2] PD1 GPIO mikroBUS

7 [PWM(+)] PF4 TCB0 WO (TCA0 WO4) mikroBUS

8 [PWM(-)] PF5 TCB1 WO (TCA0 WO5) mikroBUS

9 [IRQ/GPIO] PE2 GPIO mikroBUS

10 [SPI_SS_B/GPIO] PE3 GPIO -

11 [TWI_SDA] PC2 TWI0 SDA EXT1、EXT2、mikroBUS、ECC508、EDBG DGI

12 [TWI_SCL] PC3 TWI0 SCL EXT1、EXT2、mikroBUS、ECC508、EDBG DGI

13 [UART_RX] PB1 USART3 RxD mikroBUS

14 [UART_TX] PB0 USART3 TxD mikroBUS

15 [SPI_SS_A] GPIO mikroBUS

16 [SPI_MOSI] PA4 SPI0 MOSI EXT1、EXT2、mikroBUS、EDBG DGI

17 [SPI_MISO] PA5 SPI0 MISO EXT1、EXT2、mikroBUS、EDBG DGI

18 [SPI_SCK] PA6 SPI0 SCK EXT1、EXT2、mikroBUS、EDBG DGI

19 [GND] - - 接地

20 [VCC] - - 拡張基板用電源

注: 紫色文字の信号機能は代替ﾋﾟﾝ位置を使います。これはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)ﾚｼﾞｽﾀで構成設定されなければな
りません。
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4.2.2. mikroBUSｿｹｯﾄ

ATmega4809 Xplained ProはMikroElectronikaｸﾘｯｸ単位部と共に使うことができる1つのmikroBUSｿｹｯﾄを持ちます。下表はmikroBUS
ｿｹｯﾄに接続される信号を示します。

表4-4. mikroBUSｿｹｯﾄ

機能 mikroBUSATmega4809ﾋﾟﾝ 機能ATmega4809ﾋﾟﾝ

ADC0 AIN7 PD6 AN PWM PF4

GPIO PD0 RST INT PE2

GPIO PF2 CS RX PB1

SPI0 SCK PA6 SCK TX PB0

SPI0 MISO PA5 MISO SCL PC3

TCB0 WO (TCA0 WO4)

GPIO

USART3 RxD

USART3 TxD

TWI0 SCL

SPIO MOSI PA4 MOSI SDA PC2

- 3.3V 5.0V -

- GND GND -

TWI0 SDA

注: 紫色文字の信号機能は代替ﾋﾟﾝ位置を使います。これはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)ﾚｼﾞｽﾀで構成設定されなければな
りません。

情報: mikroBUSｿｹｯﾄの全ての信号はXplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞのEXT3と共有されます。接続されたmikroBUS付加基板とXplain 
ed Pro拡張は両ｺﾈｸﾀが同時に使われる場合に同じ信号を使わないことを確実にしてください。

注意: 3.3Vと5.0VはmikroBUSｿｹｯﾄに直接接続されます。ATmega4809が接続したmikroBUSｿｹｯﾄと同じ電圧で動くのを確実
にすることが重要です。ATmega4809の動作電圧は電源選択ﾍｯﾀﾞ(J105)で選ばれます。

関連ﾘﾝｸ 電力分配

4.2.3. AVRﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｺﾈｸﾀ

ATmega4809 Xplained ProはATmega4809に外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを取り付けのに使うことができるUPDIと共に10ﾋﾟﾝ 50mil(1.27mm)のAVRﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ ｺﾈｸﾀ(J202)を持ちます。Atmel-ICEとPower DebuggerのようなMicrochipﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙをこのｺﾈｸﾀに直接接続することができま
す。

表4-5. AVR 10ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｺﾈｸﾀ

AVR 10ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ ﾋﾟﾝ/ﾈｯﾄ名 機能 共有機能

1 [TCK] - - -

2 [GND] GND 接地 -

3 [TDO/UPDI] UPDI UPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ EDBG

4 [VTG] VCC_TARGET ATmega4809電圧 -

5 [TMS] - - -

6 [nSRST] PF6 ATmega4809ﾘｾｯﾄ信号 SW1、EXT1、EDBG

7 [NC] - - -

8 [nTRST] - - -

9 [TDI] - - -

10 [GND] GND 接地 -

情報: PF6(RESET)はUPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してATmega4809をﾘｾｯﾄすることができるため通常、外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって使われま
せん。お客様のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがRESETﾋﾟﾝの使用を必要とする場合、PF6はATmega4809のﾋｭｰｽﾞでRESETとして構成設定さ
れなければなりません。

4.3. 周辺機能

4.3.1. ｸﾘｽﾀﾙ

ATmega4809 Xplained ProはATmega4809ﾃﾞﾊﾞｲｽ用のｸﾛｯｸ元として使うことができる32.768kHzｸﾘｽﾀﾙを持ちます。ｸﾘｽﾀﾙ近くに配置
され、発振器の安全係数を測定するのに使うことができる切断帯(配線ﾊﾟﾀｰﾝ)があります。これは帯を切断して帯を渡って抵抗器を
追加することによって行うことができます。発振器の許容誤差と安全係数についてのより多くの情報はAVR4100応用記述で入手可能
です。

ATmega4809 Xplained Pro上の32.768kHzｸﾘｽﾀﾙは京ｾﾗ株式会社のST3215SB32768C0HPWBB 7pFｸﾘｽﾀﾙです。

ｸﾘｽﾀﾙは京ｾﾗによってATmega4809に対して正式に検査されて合わせられています。検査報告はATmega4809 Xplained Proに対す
るこの資料と共に配給される設計資料で入手可能です。

http://ww1.microchip.com/downloads/en/appnotes/doc8333.pdf
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情報: 特定製品に合わせられた京ｾﾗ ｸﾘｽﾀﾙ ﾃﾞﾊﾞｲｽ株式会社(2017年4月、京ｾﾗ株式会社に吸収合併)のｸﾘｽﾀﾙはそれらの
ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ、http://prdct-search.kyocera.co.jp/crystal-ic/?p=en_search/で見つけることができます。

表4-6. 外部32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能

PF0 XIN32

PF1 XOUT32

関連ﾘﾝｸ 設計資料と関連ﾘﾝｸ

4.3.2. 機械的な釦

ATmega4809 Xplained Proは2つの機械的な釦を持ちます。両釦はATmega4809上の入出力ﾋﾟﾝに接続され、お客様の応用で汎用
釦として使うことができます。釦が押されると、入出力線をGNDに駆動します。

SW1釦はATmega4809でPF6がRESETﾋﾟﾝとして構成設定される場合にﾘｾｯﾄ釦として使うこともできます。PF6はﾋｭｰｽﾞを書くことによっ
てRESETﾋﾟﾝとして構成設定され、より多くの情報についてはATmega4809のﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

情報: 一般使用者釦(SW0)に接続されるﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はありません。この釦を使うのにATmega4809の内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可する
ことを忘れないでください。PF6に接続されるSW1には外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗があります。

表4-7. 機械的な釦

ATmega4809ﾋﾟﾝ ｼﾙｸ文字 共有機能

PB2 SW0 EXT2、DGI GPIO0

PF6 SW1/RESET EXT2、DEBUG、EDBG

4.3.3. LED

ATmega4809 Xplained Pro基板上でONとOFFに切り替えること
ができる利用可能な1つの黄色LEDがあります。このLEDは接
続された入出力線をGNDに駆動することによって活性(点灯)に
することができます。

表4-6. LED接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ ｼﾙｸ文字 共有機能

PC7 (黄色)LED0 EXT2、DGI GPIO3

4.3.4. ATECC508A

ATmega4809 Xplained Proは1つのATECC508A暗号認証(CryptoAuthentication)ﾃﾞﾊﾞｲｽを持ちます。下表はATECC508AとATmega 
4809間の全ての接続を示します。

情報: I2Cｱﾄﾞﾚｽは$60(7ﾋﾞｯﾄ、R/Wﾋﾞｯﾄなしで右寄せ)です。

表4-9. ATECC508A接続

ATECC508Aﾋﾟﾝ ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 [NC] - - -

2 [NC] - - -

3 [NC] - - -

4 [GND] - 接地 -

5 [SDA] PC2 TWI0 SDA EXT1、EXT2、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

6 [SCL] PC3 TWI0 SCL EXT1、EXT2、EXT3、mikroBUS、EDBG DGI

7 [NC] - - -

8 [VCC] - VCC_TARGET -

9 [PAD] - 接地 -

注: 紫色文字の信号機能は代替ﾋﾟﾝ位置を使います。これはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)ﾚｼﾞｽﾀで構成設定されなければな
りません。

4.4. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

ATmega4809 Xplained ProはUPDIを用いてATmega4809のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをするのに使うことができる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG: 
Embedded DeBuGger)を含みます。組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUART上の仮想COMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと、SPIとI2C上のﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)、4つのATmega4809汎用入出力(GPIO)も含みます。Atmel Studioは組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用の前処
理部として使うことができます。

http://prdct-search.kyocera.co.jp/crystal-ic/?p=en_search/
http://www.microchip.com/wwwproducts/en/atecc508a
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4.4.1. UPDI

UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは目的対象との通信に1つのﾋﾟﾝを使いま
す。EDBGのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの能力の使い方の更なる
情報については「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表4-10. UPDI接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

UPDI UPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ DEBUG

PF6 RESET SW1、EXT1、DEBUG

情報: PF6(RESET)はATmega4809がUPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してﾘｾｯﾄすることができるため通常、EDBGによって使われません。

4.4.2. 仮想COMﾎﾟｰﾄ

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはATmega4809のUARTを使うことによっ
て仮想COMﾎﾟｰﾄ中継器として働きます。仮想COMﾎﾟｰﾄ
の使い方の更なる情報については「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」を
ご覧ください。

表4-11. 仮想COMﾎﾟｰﾄ接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

PC0 UART1 TxD (ATmega4809のTX線) EXT2

PC1 UART1 RXD (ATmega4809のRX線) EXT2

4.4.3. ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはSPIまたはI2Cのどちらかを使うことによるﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)が特徴です。DGI
は様々なﾃﾞｰﾀをATmega4809からﾎｽﾄPCへ送るのに使うことができます。DGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの使い方の更なる情報についてはﾃﾞｰﾀ可
視器(Data Visualizer)とEDBG使用者の手引きをご覧ください。

表4-12. SPI使用時のDGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

PF3 GPIO SPI SS(従装置選択) (ATmega4809が主装置) -

PA4 SPI MISO (主装置入力、従装置出力) EXT1、EXT2、EXT3、mikroBUS

PA5 SPI MOSI (主装置出力、従装置入力) EXT1、EXT2、EXT3、mikroBUS

PA6 SPI SCK (ｸﾛｯｸ出力) EXT1、EXT2、EXT3、mikroBUS

表4-13. I2C使用時のDGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

PC2 TWI0 SDA EXT1、EXT2、EXT3、mikroBUS、ECC508

PC3 TWI0 SCL EXT1、EXT2、EXT3、mikroBUS、ECC508

注: 紫色文字の信号機能は代替ﾋﾟﾝ位置を使います。これはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)で構成設定されなけ
ればなりません。

4本の汎用入出力(GPIO)線は組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)に接続
されます。EDBGはこれらの線を監視して、ATmega4809応用ｺｰ
ﾄﾞでの正確な時刻印事象を可能にさせる、時刻印ﾋﾟﾝ値を変更
することができます。GPIO監視機能の構成設定と使用の方法
の更なる情報についてはﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)とEDBG
使用者の手引きをご覧ください。

表4-14. EDBGへ接続されるGPIO線

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

PB2 GPIO0 EXT2、SW0

PB3 GPIO1 EXT2

PB4 GPIO2 EXT2

PB5 GPIO3 EXT2、LED0

http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7/data-visualizer
http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7/data-visualizer
http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42096-microcontrollers-embedded-debugger_user-guide.pdf
http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7/data-visualizer
http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42096-microcontrollers-embedded-debugger_user-guide.pdf
http://ww1.microchip.com/downloads/en/devicedoc/atmel-42096-microcontrollers-embedded-debugger_user-guide.pdf
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4.5. ｷｯﾄ変更

ATmega4809 Xplained Proはｺﾈｸﾀと基板上のICからATmega4809のI/Oﾋﾟﾝを切断するのと電力信号を切断するのに使うことができる
いくつかの部品を持ちます。

下の表と図はEDBGと電源への接続を変更するための部品を示します。

表4-15. 抵抗器

J106 切断帯 J100 4番ﾋﾟﾝ VCC_TARGET 電源ﾍｯﾀﾞVCC目的対象切断

表記 値 以下から 以下へ 注釈

F100 PTCﾋｭｰｽﾞ 5V入力(USBと外部) VCC_P5V0 全外部5V電力、EDBG USBとJ100 1番ﾋﾟﾝの外部5V

R108 0Ω U100 OUT VCC_EDBG_P3V3 EDBG電源

R504 0Ω EDBG DGI I2C SDA PC2 TWI0 SDA
EDBG DGI I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

R505 0Ω EDBG DGI I2C SCL PC3 TWI0 SCL

R509 0Ω EDBG目的対象ﾘｾｯﾄ PF6 ATmega4809ﾘｾｯﾄ

R510 0Ω EDBG UPDI UPDI UPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ信号

R514 0Ω EDBG DGI GPIO0 PB2

R515 0Ω EDBG DGI GPIO1 PB3
EDBG DGI GPIOｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

R516 0Ω EDBG DGI GPIO2 PB4

R517 0Ω EDBG DGI GPIO3 PB5

R520 0Ω EDBG DGI SPI SS PF3 GPIO

R521 0Ω EDBG DGI SPI SCK PA6 SPI0 SCK
EDBG DGI SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

R522 0Ω EDBG DGI SPI MOSI PA4 SPI0 MOSI

R523 330Ω EDBG DGI SPI MISO PA5 SPI0 MISO

R526 330Ω EDBG CDC UART TX PC1 USART1 RxD
EDBG CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

R527 0Ω EDBG CDC UART RX PC0 USART1 TxD

注: 紫色文字の信号機能は代替ﾋﾟﾝ位置を使います。これはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)で構成設定されなければなりませ
ん。

図4-3. 組立図(裏面)
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4.5.1. 他の電圧での動作

ATmega4809 Xplained Pro基板は既定によって3.3Vまたは5.0Vで動かされますが、外部供給からの他の電圧で動く可能性も持ちま
す。

EDBGとATmega4809間の全ての信号は1.65～5.5Vの供給電圧に適合するﾚﾍﾞﾙ調整器を通してﾚﾍﾞﾙ調整されます。
外部電圧を供給するには以下を行ってください。

 1. 電源選択ﾍｯﾀﾞ(J105)から電圧選択ｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してください。

 2. 外部電圧が基板と接続した周辺機能の仕様内であることを調べてください。

 3. J105の中央(2番)ﾋﾟﾝに外部電圧を供給してください(接地(GND)を忘れないでください)。

 4. EDBG USBｹｰﾌﾞﾙで取り付けてください。

情報: ATmega4809は1.8～5.5Vで、ATECC508Aは2.0～5.5Vで給電することができます。

情報: EDBGはUSB電力が印加される時にJ105の2番ﾋﾟﾝで電圧を調べます。電圧が1.6～5.5V間で接続されたどのXplained P 
ro拡張の最大支援電圧よりも高くないなら、電力がATmega4809、Xplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞ、ATECC508Aに印加されま
す。この電圧調査を迂回するには外部電圧をJ105の2番ﾋﾟﾝの代わりにJ100の4番ﾋﾟﾝに接続してください。警告: 基板限
度外の電力をJ100の4番ﾋﾟﾝに印加することは定常的な損傷を引き起こすかもしれません。

警告 3.3Vと5.0Vは基板上のmikroBUSｿｹｯﾄに直接接続されます。これらの電圧は外部的に供給された電圧に従いません。

関連ﾘﾝｸ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

5. 追補

5.1. IARでとの開始に際して

AVR®用IAR Embedded Workbench®はGCCに基づかない専売の高効率ｺﾝﾊﾟｲﾗです。Xplained Proｷｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞは
Atmel-ICEｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってAVR用IAR™ Embedded Workbenchで支援されます。書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの作業を始めるにはﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄでいくつかの初期設定が構成設定されなければなりません。

以下の手順は書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの準備を整える方法を説明します。

 1. 構成設定を望むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことを確実にしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してOPTIONSﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

 2. Ｇeneral Options区分でTargetﾀﾌﾞを選んでください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用のﾃﾞﾊﾞｲｽまたは一覧になければﾃﾞﾊﾞｲｽのｺｱを選んでください。

 3. Debugger区部で、Setupﾀﾌﾞを選んでください。ﾄﾞﾗｲﾊﾞとしてAtmel-ICEを選んでください。

 4. Debugger⇒Atmel-ICE区部で、Atmel-ICE 1ﾀﾌﾞを選んでください。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてUPDIを選び、任意選択でUPDI周波数を選
んでください。

情報: 段階4.で言及したﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾎﾟｰﾄの選択が灰色で操作不可の場合、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが予め選ばれていて、この構成設定段
階を飛ばすことができます。

図5-1. 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択 図5-2. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ選択
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図5-3. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ構成設定

6. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題
この使用者の手引きは入手可能なｷｯﾄの最終版を提供します。本章は既知の問題、旧版の改訂履歴、旧版が最終版とどう違うのか
についての情報を含みます。

6.1. 製品IDと改訂の識別

Xplained Pro基板の改訂と製品識別子はAtmel Studioを通して、またはPCBの裏側の張り紙を見ることによっての2つの方法のどちら
かで見つけることができます。

走行しているAtmel Studioを持つｺﾝﾋﾟｭｰﾀにXplained Pro MCU基板が接続されると、通番を持つ情報ｳｨﾝﾄﾞｳが示されます。通番の
最初の6桁は製品識別子と改訂を含みます。接続されたXplained Pro拡張基板についての情報もｳｨﾝﾄﾞｳで示されます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で見つけることができます。殆どのｷｯﾄはA09-nnnnrrとして平文で印刷された識別子と改訂を持ち、
ここでのnnnnは識別子でrrは改訂です。制限された空き場所を持つ基板は通番文字列を含むData Matrix符号だけの張り紙を持ち
ます。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

ATmega4809 Xplained Pro用の製品識別子はA09-3074です。

6.2. 改訂5

部品番号ATMEGA4809-MFRESを持つ技術試供品はATmega4809 Xplained Proの改訂5で実装されます。

6.3. 改訂4

部品番号ATMEGA4809-MFRESを持つ技術試供品はATmega4809 Xplained Proの改訂4で実装されます。

改訂4は改訂3でのSPI MISO/MOSI問題を修正した新しいPCBを持ちます。

「ｸﾘｽﾀﾙ」で文書化されたｸﾘｽﾀﾙに代わり、ATmega4809 Xplained Pro改訂4の32.768kHzｸﾘｽﾀﾙは京ｾﾗ株式会社のST3215SB32768 
E0HPWBB 9pFｸﾘｽﾀﾙです。このｸﾘｽﾀﾙの構成設定は最適に合致せず、発振周波数を約30ppm下げさせる容量不一致を持ちます。

関連ﾘﾝｸ ｸﾘｽﾀﾙ

6.4. 改訂3

改訂3は最初の公開版です。

部品番号ATMEGA4809-MFRESを持つ技術試供品はATmega4809 Xplained Proの改訂3で実装されます。

AVR UPDIﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｺﾈｸﾀ(J202)の10番ﾋﾟﾝはATmege4809 Xplained Proの改訂3でGNDに接続されません。

EDBGとATmega4809間のSPI MISOとSPI MOSIの信号はこの版のｷｯﾄで行き違いにされています。次の画像は空中配線で実行され
た修正を示します。
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関連ﾘﾝｸ AVRﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｺﾈｸﾀ
 表4-12.

7. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2018年2月 初版資料公開
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BeaaconThings、BitCloud、CryptoMemory、CryptoR 
F、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouch、Med 
iaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTouch、Rig 
htTouch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology 
Incorporatedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、C 
odeGuard、CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、
DAM、ECAN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PureSilicon、QMatrix、RightToucpﾛｺﾞ、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-IC 
E、Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2018年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのATmega4809 Xplained Pro使用者の手引き(DS50002716A-2018年2月)の翻訳日本語版です。日
本語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部
分もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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